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美作f=lt山は陸上三8年(1603）にか JよL政が減と城Flllf Jを築き， それを2.q避にして先j必してきたm

,Iiである。 旧城下IIり
・
の東辺部は城東地区と呼ばれ， 乙乙（乙IIIJ家が民，1，的（乙残っている。城東地

区のIIIJ家 ・ 111r恨の隊杵lを知る手掛りとして，lllf家分｛Ii Iよりwとlllf家10械の調｝iを行った。 城東地

区の北（乙は旧武家地があり ， 武家用11x lt:iUを（J,'JD.した。

町家の平面 IIIT家の3jZ.而は点。［11(ζ土r，＇日（トオリニワ）， 土11\Jtζ治って3～4主主をI可己するいわゆる

IIIJ家型の平而である。｜剖口がEたいとI，•｝室は1刈，！ムいと2列｛乙並ぶ。 調貸し たIIIJ家の杓師は1

列系が7蹴， 2刈系が3Niである。

l 9IJ系町家 訓資家屋のうちで一需，_l:iい太IUH�（�lはよ／似（17l(j～17:36）凶創wのIIIJ家で当初は

1 列 2 室の平l市であった。 乙の家は江戸末j切の改造で一刈 3 ·�とし ている。 、＇＇1家はl,'\J仁1 5 rm 

で， 2列系（乙｜出敵する而引をもつが， 土!Pdが家照の半分を， ＇ iめ， また 2室とも101,',':, 121，•出I '1'1 

と広い。IIIT�の『！こ1でも特異f.i:-'/i. I而といえよう。宅！百(1751～1764）凶の辿築とtrn広される松木家

は細部は不明である がlダIJ 4 ±＇.の 、1z.而をもっlllf家であったと与えられるが， 江戸時代末期Jt乙iili

O!IJヘ間口211',Jを拡大して2刈系の －＇IL1而とした。 秋｜｜｜訟は），
， ｝宅をlダIJ 2主とするが， シモノマが

こL：問となる。 当家は代々主にまliiを製作する鍛治であり， g�了，： も鍛lhを続けている。 Eセノマは

土問であるほかに， 天:JI：がなく庖似まで吹抜けであり， 大きな州111しが設けられている。 ミセ

ノマが鍛治の作業にふさわしくつ くられている以が特徴である。，：＇：ilU家（必）も1列2常でミセ

ノマは土11',Jであった。 秋山家と も近く，J.'d.i』は鍛th毘がillち混んでいたところであり， 出家は

もともと鍛治のための家屋であったと考えられる。，：＇：j 出家（j)4）・ 川端家・拓j)j：‘家 はrLJill主代末

期jから明治初WJにかけての1刈3本の111r家のリ＇H＇�例である。

2 91]系町家 2列系の代表的111r家は：：i':.fei凶［ζ辿てられたと与えられる大型！の IIIH氷山111 C汚）家

である。 乙の家は現状では3刈になっていて， 3刈11 {Cは121，＇，＇：半のザンキとその1)if宅， 式台刊

の玄関などがある。 2 列目fj-1火の 2 ·卒｛ζは， トコ， タナの改illや長打IIを取り払った uxi1i
ーなどが

調 査 地Jx: 』£以地｜ぎのIIIJ並
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認められる。 2 列目中央の 2 室が当初のザシキ前室と考えられ， 江戸H寺代末期頃lζ乙乙を大改

造し， 現在の座敷 ・ 玄関拙えなどを地策したらしい0 ;I.ii田（前）家は明治4年（ ζ廷でられたf!IJ家

で 2 列 6 ￥.あるが， 表側 2 室は事務室［乙改造され， 現在 l乙至っている。 梶村家は大型のIIJJ家で

明治初年の建物であるが， 大疋～｜！？｛和前Jt)j(乙座敷を増築し， その｜僚主屋内部も改造されていて，

IEI状はよくわからない。

踊と主屋の取付 f-11山のIIIJ家の特徴は， 主屋正而の廟の取り付き方にある。 1階正面では主

屋本柱筋から3尺前l乙出る閥がある。 木位筋｛ζは内法日ほどの｛立 1191＇.｛と緩く反り上った胴差を汗j

いこの胴差の下では位や柱問装聞の痕跡を見出す乙とができないので， 正面の位問装 ，nは全て

主屋＊住筋にはなく， 廟前田の位1nになる。 木位筋と脂とを繋ぐ描材はなく， 霊木のみで結合

され， 廟は椛造的［乙は独立する。 乙の閥は土l稲から発展して室内［ζ取り込まれたとは考えにく

く， もともと廟前面［ζ柱問装問があり， しかも構造的に独立するという特色をもっていたと考

えられる。 乙うした 閥の取り付き方は広臼 ・ 輔の llfJ
・
2までも見受けられるが， あまり類例がな

い。，111易地域に分布するととも考えられ， 今後の調査によって類例が増すかもしれない。

町家の分布調査 城東地区のun·家を外観lζよって線終し， 用途・梢造 ・ 建設時期・保存度の

4 項目について分布調査を行った。 用途別では住居専用 121 戸， 店舗 ・ 事務所併用住宅などが

166 戸， 空家10戸， 空地 ・ 駐車場が23 カ所あり， 乙の地区では商業活動が続いていることがわ

かる。 梢造別では木造が 225 戸と庄倒的に多く， 木造モルタル造53声， 鉄骨 ・ 欽筋コンクリー

ト造が19ftUある。 建設II寺j凶別では江戸時代が106.p,I.!と約1/3を占め， 明治50椀， 大正～l昭和戦前

が61制， 戦後から近年の建物が81椀ある。 保存度別にみると， 町家の外観を良好｛ζ保持してい

るもの ・ 改造が小さいものが 142 脱で， 城東地区で伝統的なIll）
・
並が生き続けている乙とをうか

がわせる。 一方111r並景観｛ζ そぐわないものも84隙ある。 情造｛本は古いが改造のあるものが71棟

あるが， 修以［ζよってIUJ並京観ヘ調和できるものとして潜在的制Ii値評価が可能であろう。

城東地区のun·家の分布菰fiから， この地区が佼れたIIIJ並京観を保持し， 伝統的建物が集中し

ている乙とがわかる。 津山のIIIJづくりの FドI で， 乙の地区の将来椛却を検討する必要があろう。

なお， 次年度は域回｛ζ 位向ずる武家屋敷併の調査を行う予定である。 （上野邦一）

大田原家住宅平面図（Ir.現状・芋HWW
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